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　国の名勝に指定され、庄内平野や月山、鳥海山の
眺めが楽しめる「金峯山」。古来から信仰の山とし
て崇敬を集め、現在は、山野草や鳥類の観察、ト
レッキングや登山などで、四季を通じて多くの人た
ちが訪れます。この山の管理は、かつては金峯神社
の氏子や崇敬者の奉仕活動で支えられてきました。
しかし近年、高齢化などで十分な管理ができず、「参
道が荒れている」、「路肩や柵が壊れている」といっ
た声が寄せられるようになりました。現在の会長の
五十嵐政一さんを中心に、金峯山に親しみをもつ仲
間たちが声を掛け合い、平成24年６月に会が発足
しました。

　当初、会員は16人でしたが、徐々に会に賛同す
る人が集まり現在は30人です。５月に金峯山で採
れた地物の孟

もう そ う

宗汁を楽しみながら年間の活動計画を
相談し、６月から11月にかけて月１回ほど集まっ
て活動をしています。環境整備といっても麓から山
頂までと範囲は広く、また、文化財保護法の制約も
あるため関係機関と何度も協議をし、ようやく整備
できた見晴らし台や八景台でくつろいでいる登山者
の姿を見ると、その苦労も忘れます。これからも、
旧市民歌にもうたわれた金峯山にたくさんの人が訪
れ、豊かな自然に触れてもらえるように活動してい
きたいと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

市民が気軽に憩える山を目指して

金峯山を愛する会　（鶴岡）

　金峯山を訪れた人たちが気持ちよく過ごして
もらえるよう活動している「金峯山を愛する
会」。鶴岡いきいきまちづくり事業の補助を受
け、参道や展望台の環境整備、山野草の保護な
どを行っています。お話してくれたのは、事務
局で金峯神社の井上幸満さんです。
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